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株式取得（子会社化）に関する株式譲渡契約書締結のお知らせ 

 

当社は、平成 25 年４月２日開催の取締役会において、千代田ビル管財株式会社の発行済

株式の全部を取得し子会社化するための株式譲渡契約書の締結を決議し、同日付で当該契

約の締結並びにその発行済株式の全部を取得しましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

記 

１．株式取得の理由 

千代田ビル管財株式会社のビル管理事業には空調設備の点検等が含まれており、当社

主要事業の一つである空気調和機の販売及び保守に関する情報共有等を通じた相乗効果

の発揮が可能になるためであります。また、同社の堅実な収益性と優良な財務内容並び

にストック型の事業を取り込むことで、当社グループの安定収益に貢献することが見込

めるためであります。 

 

２．異動の方法 

千代田ビル管財株式会社の普通株式の全部を同社株主から取得する方法であります。 

 

３．異動する子会社の概要 

（１） 商 号 千代田ビル管財株式会社 

（２） 本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋茅場町一丁目３番７号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 鈴木 弘泰 

（４） 事 業 内 容 ビル管理事業等 

（５） 資 本 金 の 額 30 百万円（平成 24年９月末現在） 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 40 年 12 月 17 日 



（７） 大株主及び持株比率 鈴木 弘泰 氏 100％ 

資 本 関 係 

当該会社は当社株式を保有してお

りその株数は３千株であります。

その他の資本関係はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 

当社自社ビルの清掃業務を当該会

社に委託している取引があります

がその額は僅少であります。その

他の取引関係はありません。 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 平成22年９月期 平成23年９月期 平成24年９月期 

純 資 産 （百万円） 5,680 6,034 6,235 

総 資 産 （百万円） 6,252 6,662 6,746 

１ 株 当 た り純資 産 （円） 94,676 100,576 103,933 

売 上 高 （百万円） 5,442 5,612 5,245 

営 業 利 益 （百万円） 334 468 497 

経 常 利 益 （百万円） 484 635 440 

当 期 純 利 益 （百万円） 280 384 231 

１株当たり当期純利益 （円） 4,667 6,400 3,856 

１ 株 当 た り配当 金 （円） 500 500 500 

 

４．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 鈴木 弘泰 氏 

（２） 住 所 東京都千代田区三番町 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

記載すべき資本関係・人的関係・取引関係及びその他

特筆すべき関係はありません。また、当社の関係者及

び関係会社に、特筆すべき資本関係・人的関係・取引

関係はありません。 

 

５．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(１) 異動前の所有株式数 

－株 

（議決権の数：－個） 

（所有割合：－％） 



(２) 取 得 株 式 数          
60,000 株 

（議決権の数：60,000個） 

(３) 取 得 価 額  

千代田ビル管財株式会社の普通株式   7,750 百万円 

法務・財務調査費用等（概算額）    20 百万円 

     計（概算額）         7,770 百万円 

(４) 異動後の所有株式数 

60,000 株 

（議決権の数：60,000個） 

（所有割合：100％） 

 

６．日程 

株式譲渡契約締結  平成 25 年４月２日 

株 式 取 得 期 日 平成 25 年４月２日 

 

７．今後の見通し 

本日平成 25 年４月２日に、千代田ビル管財株式会社の株式を取得したため、平成 25 年

３月期業績への影響はありません。また、本株式取得によって、平成 26年３月期から、千

代田ビル管財株式会社は当社の連結子会社となりました。その影響については現在精査中

であります。概ね、同社の過年度実績（上記３．（９）ご参照）と同程度の水準で、連結売

上高の増加並びに企業結合会計処理を反映した連結利益の向上を予想しております。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 25 年２月６日公表分）及び前期実績 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 25年３月期） 
31,700 4,100 4,150 2,700 

前期実績（連結） 

（平成 24年３月期） 
30,596 3,277 3,308 2,478 

 

以  上 


